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【年通号数】公開・登録公報2010-043
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月26日(2013.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドット・オン・ドット印刷が可能であるカラーマーキング装置において、ＣＭＹＫ－Ｃ
ＭＹＫＫpＲＧＢカラー変換をコンピュータが実行するための方法であって、
　画像入力装置から、前記画像入力装置の各チャンネルｃi／ｍi／ｙi／ｋiの入力パーセ
ンテージ被覆率を受信するステップと、
　ｍａｘ（０，（ｃi＋ｍi＋ｙi＋２ｋi－２００）によって求められるコンポジット‐Ｋ
被覆率の最小量ｋminを求めるステップと、
　ｍｉｎ（ｍｉｎ（ｃi，ｍi，ｙi）、 ｍａｘ（０, （０．５*（ｃi＋ｍi＋ｙi＋ｋi）
）－５０））によって求められるコンポジット‐Ｋ被覆率の最大量（ｋmax）を求めるス
テップと、
　ｋmin＋α・（ｋmax－ｋmin）によって求められるフレキシブルなコンポジット‐Ｋ被
覆率の量ｋpを求めるステップであって、αは、前記入力値ｃｉ，ｍｉ，及びｋｉの関数
である、当該ステップ
　Ｃ１，ｍ１，及びｙ１の各々の残りの被覆率の領域の量を決定するステップであって、
　Ｃ１＝Ｃｉ－ｋｐ，
　ｍ１＝ｍｉ－ｋｐ，及び
　ｙ１＝ｙｉ－ｋｐ

　である、当該ステップと、
　二次カラーＲＧＢドット（ｒｇｂ＿ａｒｅａ）の被覆率領域全体の量を求めるステップ
であって、ｒｇｂ＿ａｒｅａが、 ｍａｘ（（ｃ1＋ｍ1＋ｙ1）－１００＋ｋi＋ｋp，０）
によって求められる、当該ステップと、
　出力二次カラー値のそれぞれを求めるステップであって、
　前記出力二次カラー値が、
　ｂ＝ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｍｉｎ（ｙ1，ｒｇｂ＿ａｒｅａ）、
　ｒ＝ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｂ－ｍｉｎ（ｃ1－ｂ，ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｂ）、及び
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　ｇ＝ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｂ－ｒ
　によって求められる、当該ステップと、
　出力一次カラーの各々を求めるステップであって、
　前記出力一次カラー値が
　ｃ＝ｃ１－ｂ－ｇ，
　ｍ＝ｍ１－ｂ－ｒ，
　ｙ＝ｙ１－ｒ－ｇ，及び
　ｋ＝ｋｉ

　によって求められる、当該ステップと、
　前記ｃ，ｍ，ｙ，ｋ，ｋｐ，ｒ，ｇ，及びｂ値をハーフトーンアルゴリズムへ付与する
ステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　αが０と１を含む０～１の範囲内の値を有し、以下の式：
α＝ｆ（ｃi＋ｍi＋ｙi）・ ｇ（ｍｉｎ（ｃi，ｍi,ｙi）／ｍａｘ（ｃi，ｍi,ｙi）) ・
ｈ（ｋ1） ．．．．．．．．．(１)
によって表され、
　式中、ｆ（）及びｇ（）が中立軸と彩度大きさ方向のそれぞれに沿って、コンポジット
‐Ｋの使用法を調整する関数であり、ｈ（）が入力値ｋi被覆率に依存する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　予め定められた閾値よりも大きい前記ｃｉ，ｍｉ，及びｙｉに応じて、Ｋ着色剤のドッ
トに着色剤が重ならないように、前記ｃｉ，ｍｉ，及びｙｉ入力をクリッピングするステ
ップを更に含む
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　0≦ｋｍａｘ≦ｍｉｎ（ｃｉ，ｍｄ，ｙｉ）請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ドット・オン・ドット印刷が可能であるカラーマーキング装置において、ＣＭＹＫ－Ｃ
ＭＹＫＫpＲＧＢカラー変換をコンピュータが実行するシステムであって、
　画像入力装置と、
　メモリと、
　記録媒体と、
　前記メモリ及び前記記憶媒体と通信するプロセッサであって、前記プロセッサは、以下
のステップを実行するための機械が読み取ることのできる命令を実行する、当該プロセッ
サと、
　画像入力装置から、前記画像入力装置の各チャンネルｃi／ｍi／ｙi／ｋiの入力パーセ
ンテージ被覆率を受信するステップと、
　ｍａｘ（０，（ｃi＋ｍi＋ｙi＋２ｋi－２００）によって求められるコンポジット‐Ｋ
被覆率の最小量ｋminを求めるステップと、
　ｍｉｎ（ｍｉｎ（ｃi，ｍi，ｙi）、 ｍａｘ（０, （０．５*（ｃi＋ｍi＋ｙi＋ｋi）
）－５０））によって求められるコンポジット‐Ｋ被覆率の最大量（ｋmax）を求めるス
テップと、
　ｋmin＋α・（ｋmax－ｋmin）によって求められるフレキシブルなコンポジット‐Ｋ被
覆率の量ｋpを求めるステップであって、αは、前記入力値ｃｉ，ｍｉ，及びｋｉの関数
である、当該ステップ
　Ｃ１，ｍ１，及びｙ１の各々の残りの被覆率の領域の量を決定するステップであって、
　Ｃ１＝Ｃｉ－ｋｐ，
　ｍ１＝ｍｉ－ｋｐ，及び
　ｙ１＝ｙｉ－ｋｐ
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　である、当該ステップと、
　二次カラーＲＧＢドット（ｒｇｂ＿ａｒｅａ）の被覆率領域全体の量を求めるステップ
であって、ｒｇｂ＿ａｒｅａが、 ｍａｘ（（ｃ1＋ｍ1＋ｙ1）－１００＋ｋi＋ｋp，０）
によって求められる、当該ステップと、
　出力二次カラー値のそれぞれを求めるステップであって、
　前記出力二次カラー値が、
　ｂ＝ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｍｉｎ（ｙ1，ｒｇｂ＿ａｒｅａ）、
　ｒ＝ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｂ－ｍｉｎ（ｃ1－ｂ，ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｂ）、及び
　ｇ＝ｒｇｂ＿ａｒｅａ－ｂ－ｒ
　によって求められる、当該ステップと、
　出力一次カラーの各々を求めるステップであって、
　前記出力一次カラー値が
　ｃ＝ｃ１－ｂ－ｇ，
　ｍ＝ｍ１－ｂ－ｒ，
　ｙ＝ｙ１－ｒ－ｇ，及び
　ｋ＝ｋｉ

　によって求められる、当該ステップと、
　前記ｃ，ｍ，ｙ，ｋ，ｋｐ，ｒ，ｇ，及びｂ値をハーフトーンアルゴリズムへ付与する
ステップ
を含むシステム。
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